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的な クラスの取 り方 （1人 で クラ ス を 運営、指導）が

でぎるようになる ことです 。

  プ ロ 養成 コ
ー

ス 終了後 の アシ ス タ ン トシ ス テ ム

  独立 を希望する者同士の 積極的な交流や勉強会を

図る 。

  独立後 の サポ
ー

トシ ス テ ム を作 る。  講師の 養成。

4 一
情報 発信が普及 に つ な がる大ぎ な役目を します。

ネ ッ トを通 じて の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図ります。

  ホ
ー

ムペ ージ、プロ グ、携帯サイ トな どを多角的 に

利用 D

5一通信教育、教材、カラ
ー

商品の企画、開発、販売

　パーソ ナル カ ラ ーを学ぶ人たち が増える と 、自然

に教材や商品の開発な どにつ なが っ て きます。ここか

らもビジネ ス チ ャ ン ス が い くらで も生まれ て きます。

　パ
ー

ソ ナル カラ
ー

の仕事 は、単 に洋服の 色の コ
ー

デ ィネイトだけでなく、全身の統一美の形成に協力で

きます 。 ア ドバイ スを通 じて外見だけ で なく、内面 的

な美 しさが大切で ある こ と の必要性に気づ い て も ら

えます 。 その人の 人生観の形成に係わるこ とがでぎ

る仕事と い っ て も過言で はあ りま ぜ ん 。 色を通 じて 、

信頼で きる人 間関係が築 きあげる こ とができる とい

う事実で す。

　この ような業界を拡大するためには、出来るだけ

多数の プ ロ 希 望者を育 てる こ とで あ り、その ように

底辺を広げ る こ とが 、多 くの パ
ー

ソ ナルカ ラ
ー

コ ン

サ ル タ ン トを生んで い き、つ い には全国的な広がりと

ビジネ ス チ ャ ン ス に生まれ変わ っ て いくこ とと思い ま

す。やが て はアジ ア にも広が っ て い くこ とで し ょう。

「パ
ー

ソ ナルカラ
ー

の 未来とビジネ ス チ ャ ン ス」

久保田　覚　　ス タイル カラ ージ ャ パ ン

　日本にパー
ソナル カラ

ーが導入 されて幾久 しくな

ります。当初の爆発的な人気を第 ］次 ブー
ムと考え る

な ら、最近は静かな成熟した第2次ブーム と言え る で

しょう。 日本人の微妙な肌の色の違いに対して似合う

色を提 案する拘 りは、日本人 の 繊 細な美意識 の 表 れ

で もあると思い ます。目立 つ だ けの けばけば しい フ ァ

ッ シ ョ ン に身を包んだア ナ リス トは影 を潜め、時代 に

マ ッ チ したお洒落 なセ ン ス と豊 畠な色彩知識 を併せ

持つ 方が多くな りま した。こ の 先、どの ように変わ っ

て い く の か を 予 見す る な ら ば、如何 に 色 彩 の 知識 が

［− 86

豊 菖で あろ うとも、「華」のな い人はパ
ー

ソ ナル カラ

ー
アナ リス トには向きません 。 また、どんなに素敵な

ア ナ 1丿ス トで あ っ て も色彩の裏づけを持たなければ時

代の波に淘汰されて しまい ます。 日本にお い て の パ

ー
ソナル カラ

ー
は廃 れる ことな く続いて いくと思い

ます。r華」と 「知性」を翼 えた ア ナ リス トが未来 を開

い くで しょう。

　パ
ー

ソ ナル カ ラ
ー

を ビジネ ス に しよ うと大上 段に

構え る以前 に、先ず如何に した らパ
ー

ソ ナル カラ
ー

で生活 出来 る程度の収 入を得 られるか、ず ば抜 けた

才知ある ア ナ リス トを除き、ほとんどの ア ナ リス トの

大命題 ではな い で しょうか 。 小さな投資、小さな動き

は リス クも小さ く済みますが、入っ て くるものも小さ

い のです 。 ある程度の 投資、大き な動き をすれば入 っ

てくるものも大きいのです。パー
ソナルカラ

ービジネ

ス をお考え の 方は こ の 点を踏まえ て チ ャ ン ス を掴ん

で欲 しい と思 い ます。また、利益を追求する資本主

義社 会の発 展には競合 は不可 欠 とな ります。よ り良

い ものが生まれるに は、アナ リス ト・教室 ・ス クー

ル が競い 合う こ とは当た り前で す 。 しか し、一個人

で は何事も 限界があ ります。ビジネス を成功させ た

い と思うの なら、同 じような考えの協力者を求めな

くてはな りまぜん 。 更 に、協力者を求め て チ ャ ン ス

を広 げ るには、先ず 自分 が魅 力ある人物 になる必要

があ ります。人は魅力あ る 人物に集まり、魅力な い 人

物からは去 っ ていきます 。 人は暖かい ところに集まり、

寒い と こ ろを避け ます。ビジネスの展 開も人望 も自

然の 摂理と同 じ で はな い で しょうか。海外か ら輸入さ

れ 、日本人が改良を力口えて海外に発信 して い くモノ

が数多くあ ります。日本人 は 「ものまね」が得意だと

されますが大い に結構で はな いで しょ うか。パ
ー

ソ ナ

ル カラ
ー

も例外で はない と思 います 。 良い例が自動

車で す。日本に限らず各国の 自動車メ
ー

カ
ー

はそれ

ぞ れ独自の 技術で エ ン ジ ン を開発 し、デザ イ ン して

い ます 。 お客 様は幅広 い選択肢の 中か ら自分の用途

に合 っ た車 を選 ぶ こ とが出来 ます。パ
ー

ソ ナル カラ

ーも同様に、お客様や学ん で み た い と思う人に幾つ

か の選 択肢 を与 え られ る こ とが大切だと思 い ます 。

画
一

化 したも の は面 白みが あ りません。世界 中を走

る 自動車が、同 じセダ ン タ イプ で 同 じエ ン ジ ン 形式

だ っ た らどうで し ょ うか 。 幾名かのアナ リス トの方 が

た に診 断を受 けられたお客様 が、異な っ た診 断結果

に 戸惑われ不 安を覚え る ケース があ ります。それは

診 断方法や ツー
ルに問題 が あ るの で は な く、ア ナ リス
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ト自身の技量 が足 りな い か らだと私は感 じて います。

パ
ー

ソナル カラ
ー

教材を統
一

して も何 ら問題は解決

し ません 。ど ん な高価な も の を持 っ て い て も 使い こ

なせなけれ ば意味があ りません。安価な もので も使

い手に よ っ て 見違え るよ うな働きを します。パ
ー

ソ ナ

ル カ ラ ー
診 断 は 机 上 の 空 論的な学 問 で は な い の で す．

接客 業の要素 が強い実践 的なものな の で す。接客業

に徹する ことが出来ない 人はアナ リス トと して成功し

ません。お客様あ っ て の パ
ー

ソ ナル カ ラーだ とい う こ

とを常々肝に銘じて お く必要が あります 。 ビジネス

チ ャ ンスは、向こうか らや っ てきまぜん 。 自分の心の

持ちよ うで 決ま ります。行動を起こ すか否か、二 つ に

一つ です。

「パーソナルカラ
ー

の朱来とビジネスチ ャ ン ス」

夕 八 ラ ・イメ
ージスタ ジオ　カラ

ー
コ
ーデ ィ ネイ タ

ー／イメージ コ ン サルタン ト　　　　　　 田原二 美

L 　パーソ ナルカラ
ー

との出会い

　私がこ の ビジネ ス にかかわるキ ッ カケは、1982

年、アメ リカ の 友人が 「自分に似合う色」を分析 して

くれ る人がアメリカ にはい ると教えて くれた事で す 。

どんな 色が似合うの がと興味津 々 で 、分析を受 けま

した。その時に色 の面 白さを知 り、仕事に して みた

い と 閃い て 、ア メ リ カ か ら 署類 を 取 り寄 ぜ ま し た 。 日

本でビジネス を するのな ら、アメリ力人の モ ニ タ
ー

だ

けを分析する現地の 講習は不十分と考えて いたと こ

ろ 、 1984 年に ア メ リカか ら講師が来 られ、受講 し

ま した 。 それか ら22 年間ず っ とカ ラ
ー

の世界と付き

合っ て い ます。

2， 22 年前と今

　22 年前に比べ 、状況はかな り変化 して い ます 。 当

時はビジネス面 での競争率はゼ ロ に近か っ たもの の、

認知度 は低 く、仕事の 内容を理 解して も らうの は大

変で した。当時は パーソ ナ ル カ ラ ーと い う言葉も な

く、専門学校、美容室 、ホテルな ど多 くの業界 にア

プ ロ
ー

チ しま したが、こ の カラ
ー

コ ン セプ トはなかな

か 受け 入 れ て も ら え ま せ んで した 。 今ではカル チ ャ

ース ク
ー

ル などに この シ ステムが取 り入 れ られ、同

業者の数も格段に増加 しま した。また 、一
般の 人達

の 色彩へ の 関心もあ らゆる分野 で高ま りました 。

3 ，ア メ リカ で の現状

一 T ］

　元来、アメリカが発祥 の ビジネ ス で すが、ア メ リカ

で はパーソ ナル カラ
ーとい う言葉はあまり使われま

ぜ ん 。 日本 で は カラ リス ト、イメ ージ コ ン サルタ ン ト

など様々 ですが、アメ リカ で はイメ
ー

ジ コ ン サル タ ン

トと い う総称で くくられ、カラリス トはヘ アカラ
ーを

担当する美容師さんを指します。ア メ リカ で は個人相

手の カ ラ
ー

分析はあ まり盛ん で はな く、日本の よう

な色彩セ ミナ
ー

や スク
ー

ル 、資格試験 も私の知る限

り、ほとんどな い よ うで す。

4，パ
ー

ソ ナルカラ
ー

の課題と問題点

　最大の 課 題 は 、分析の手法が多様化しすぎて い る

事だと思います 。 私が習 っ た時の 分析の ポイン トは、

肌、瞳、髪の色で したが、現在は腕、手の ひ ら、指

先、耳たぶなど、人各々の やり方で行われて い るの

が現状です。私 自身 はメイク、ヘ アカラ
ー、洋服どれ

もが顔との対比をなすもの なので、特に顔の 肌色を
一

番重視して い ます 。 どれが正 しい 方法とは言 い切れ

ませんが、その結果分析結果に相違がある こ と、

分析 技法を学ぶ人 達 の 間 に 混 乱が起き て い る 事、そ

して パーソ ナルカ ラ
ー

に対す る信頼性が失わ れるの

ではないかとい う問題が生 じています。私は 20 年近

く美容業界で セ ミ ナ
ー

の 講師を して い ますが 、あち

こ ち の セ ミナ ーを受講する度に違 っ た技法を習 い 、

逆 に 迷 っ て い る受講生が多 くみ られます。美容業界 で

もパ
ー

ソ ナルカ ラ
ー

とい う言葉 が使われ て い ますが 、

で は 「似合う色とは」とな ると確か な説明ができない 、

つ まり言 葉だ けが
一

人歩き して い る こ とが混乱の
一

因だ と思 います。「似合う」と い う概念 は、感性、感

覚、理論な どい く つ もの要素が関係 し、分析者 個人

の見立て にかかわ っ て いるため、現 状 で は分析 基準

を統
一

する の は難 しい と思い ます、私は長年肌色の

研 究を 続け、肌色ス ケ
ー

ル で特 許を得 て いま すが 、

測定部位に よ っ て 数値が異なるため 数値だけ で 肌色

タイプを決める の も限界が あります 。

5， パーソナル カラ
ー

の未来 とビジネスチ ャ ン ス

　 こ の ビジネス の ネ ッ クは、個人顧客の カ ラ ー分析

の場合、タイブを決めた後 の リピ
ー

トにつ ながらない

事 です。同業者 の多 くは講師 活動、ス ク
ー

ル経 営な

どされ て い ます。とは い え、こ の シ ス テ ム は 大変合

理 的にで ぎ て お り、多 くの分野 に開 拓の余地は十分

にあ ります 。 重要 なの は、パ
ー

ソ ナル カラ
ー

を専 門

分野で活用 するため にはさ らに実践的なスキル を学
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